1．持参した機材
　　1）　赤道儀　：AM5
　　2）　レンズ：天体用【Redcat51（250mm）、シグマ135mm】　固定用【ニコン16－30mm、シグマ15mm】
　　3）　カメラ：　天体用【ASI2600，ASI533MC】　固定用【ニコンZ5、ニコンD750】　

2．評価
　　全般的には概ね問題なく当初もくろみ通りに撮影出来た。

　　1）AM5を南半球で使うのは初めてで不安大であったが、結果的には全く問題なかった。　極軸合わせは2－3分で終了。

　　2）CMOSカメラも問題なし。

　　3）天体撮影は、撮影開始時にガイドガメラに問題があり、ガイド無しの露出時間1分でやってみたが特に問題なかった。

3．反省点
　　1）天体撮影
　　　　①　思ったより「赤い星雲」が多く、フィルターを持参すべきだったと思う。

　　　　②　モザイク撮影を考慮すべき。　　レンズ　X　カメラの一体（一画面）撮影に拘って、モザイク
撮影を失念していた。ASIAIRには、PLANモードがあるので事前にパラメーターを設定してい
れば、自動で撮影可能。　ガイドは導入時にトラブル恐れがあるので（過去の失敗から）、1分で設定しておけばガイドなしで問題ない。

　　2）固定撮影
　　　　①　天の川が想定以上に空、高かった。　時間軸とカメラの向きをシミュレーションしておくべき。

　　　　②　宿近くの開けた場所を事前視察しておけばもっと良いエリアが見つかると思う。

　　　　③　ピナクルズの天の川では、観光客の多い入口付近ではなく奥側で撮影すべきだった。

　　　　④　カメラの自動回転については、検討したい。　　ただ、今回の機材でほぼ25kgだったことから制限重量との兼ね合いが問題。
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